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タ
イ
ト
ル: 

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝

鑑
定
家
～

「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」2
5

 
登

場

人

物 

•
 

剛

田

（
ご
う
だ
）
：
剛

田

質

店

の
店

主

。
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
な
品

物

し
か
興

味

が
な
く
、
全

て
の
言

動

が
大

げ
さ
で
優

雅

。 

•
 

白

金

（
し
ろ
が
ね
）
：
剛

田

質

店

の
見

習

い
鑑

定

士

。
常

識

人

で
、
剛

田

の
ク
セ
の
強

さ
に

日

々
振

り
回

さ
れ
る
。 

•
 

山

野

（
や
ま
の
）
：
ダ
ン
ベ
ル
を
持

ち
込

ん
だ

客

。
筋

ト
レ
愛

好

家

。 

•
 

常

連

客

・
鈴

木

：
剛

田

質

店

の
常

連

客

。
高

級

時

計

コ
レ
ク
タ
ー
で
、
剛

田

に
影

響

さ
れ
て

少

し
ク
セ
が
あ
る
。 

 

シ
ー
ン1

：
剛

田
質
店
の
朝 



 

2 

 

（
剛

田

質

店

の
店

内

。
壁

に
は
煌

び
や
か
な
額

縁

や

豪

華

な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
飾

ら
れ
、
明

ら
か
に"

質

店

"

ら
し
か
ら
ぬ
豪

華

さ
。
剛

田

は
ソ
フ
ァ
に
優

雅

に
座

り
、
紅

茶

を
飲

ん
で
い
る
） 

剛

田

（
紅

茶

を
一

口

飲

み
、
深

い
た
め
息

を
つ
き
な

が
ら
） 

「

は
ぁ
～

、
こ
の
香

り
、
ま
さ
し
く
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
！

品

格

あ
る
朝

に
は
品

格

あ
る
紅

茶

が
欠

か
せ

な
い
。
こ
れ
ぞ
『

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
優

雅

た
れ
』

と
い
う
も
の
だ
。
」 

白

金

（
カ
ウ
ン
タ
ー
の
奥

で
書

類

整

理

を
し
て
い

る
） 

「

店

主

、
そ
の
『

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
』
の
基

準

、
未

だ

に
分

か
ら
な
い
ん
で
す
が
。
普

通

の
質

店

な
ら
も
っ

と
実

用

的

な
品

物

が
持

ち
込

ま
れ
る
と
思

う
ん
で

す
け
ど
。
」 

剛

田

（
指

を
立

て
、
目

を
閉

じ
る
） 

「

白

金

く
ん
、

そ
れ
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
剛

田

の
目

と
心

が
決

め
る
の
だ
よ
。
」 

白

金 

「

い
や
、
心

で
決

め
る
の
は
ど
う
か
と…

…

。
」 



 

3 

 

（
そ
こ
へ
、
筋

肉

ム
キ
ム
キ
の
山

野

が
大

き
な
包

み
を

抱

え
て
入

っ
て
く
る
） 

山

野 

「

す
み
ま
せ
ん
！

こ
ち
ら
、
鑑

定

お
願

い
し
た

い
ん
で
す
！

」 

白

金

（
振

り
返

り
） 
「

あ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！

…
…

っ
て
、
そ
れ
、
何

で
す
か
？

」 

山

野 

「

こ
れ
で
す
！

」 

（
包

み
を
開

け
る
と
、
中

に
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

く
巨

大

な
水

晶

製

の
ダ
ン
ベ
ル
が
現

れ
る
） 

剛

田

（
目

を
見

開

き
、
立

ち
上

が
る
） 

「…
…

こ
、

こ
れ
は…

…

！

」 

白

金

（
驚

き
な
が
ら
） 

「

水

晶

製

の…
…

ダ
ン
ベ

ル
？

」 

剛

田

（
ダ
ン
ベ
ル
に
近

づ
き
、
じ
っ
く
り
と
眺

め
る
） 

「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

！

」 
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白

金

（
呆

れ
顔

） 

「

い
や
い
や
、
確

か
に
光

っ
て
ま
す

け
ど
、
こ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
で
す
か
？

」 
山

野

（
胸

を
張

っ
て
） 

「

こ
れ
、
完

全

オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
で
作

っ
た
ん
で
す
！

ジ
ム
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
し
て
飾

る
予

定

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
思

っ
た
以

上

に
高

価

に
な
っ
ち
ゃ
っ
て…

…

。
だ
か
ら
売

ろ
う
と
思

っ
て
！

」 

剛

田

（
手

を
顎

に
当

て
、
深

く
考

え
る
） 

「

水

晶

…
…

そ
れ
も

1
0

k
g

。
し
か
も
、
こ
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の

美

し
さ
！

一

流

の
工

芸

家

が
手

掛

け
た
に
違

い
な

い
。
こ
れ
こ
そ
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
極

み
で
は
な
い
か
！

」 

白

金 

「

い
や
、
た
だ
の
筋

ト
レ
器

具

で
す
よ
ね
。
鑑

定

と
か
必

要

な
ん
で
す
か
？

」 

剛

田

（
急

に
真

剣

な
表

情

で
） 

「

白

金

く
ん
、
君

は

ま
だ
ま
だ
分

か
っ
て
い
な
い
。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
も
の
に

は
、
そ
れ
が
何

で
あ
れ
魂

が
宿

る
の
だ
よ
！

」 

白

金 

「

魂

と
か
持

ち
出

さ
れ
て
も…

…

。
」 

（
山

野

の
背

景

が
語

ら
れ
る
） 



 

5 

 

山

野

（
少

し
恥

ず
か
し
そ
う
に
） 

「

実

は
、
僕

、
も
と

も
と
プ
ロ
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
大

会

で
な
か
な
か
勝

て
な
く
て
、
自

分

を
奮

い
立

た
せ

る
た
め
に
こ
の
ダ
ン
ベ
ル
を
作

っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
で

成

功

す
る
ぞ
っ
て
！

」 

剛

田

（
感

動

し
て
） 

「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

君

の
決

意

、
そ
の
熱

意

！

こ
の
ダ
ン
ベ
ル
に
込

め
ら
れ
た

思

い
こ
そ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
そ
の
も
の
だ
！

」 

白

金

（
小

声

で
） 

「

店

主

、
話

の
半

分

聞

い
て
ま

す
？

」 

（
山

野

の
過

去

の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
。
大

会

で
の
敗

北

、
挫

折

、
そ
し
て
再

起

を
誓

う
姿

が
描

か
れ
る
） 

 

シ
ー
ン2

：
鑑

定
開
始 

（
剛

田

は
店

内

の
特

製

鑑

定

台

に
ダ
ン
ベ
ル
を
置

き
、
周

囲

を
く
る
く
る
と
回

り
な
が
ら
鑑

定

を
始

め

る
） 



 

6 

 

剛

田

（
う
っ
と
り
と
） 

「

見

よ
、
こ
の
輝

き
！

光

を

反

射

す
る
面

の
一

つ
一

つ
が
、
ま
る
で
宝

石

の
よ
う

で
は
な
い
か
！

」 

白

金 

「

い
や
、
だ
か
ら
こ
れ
ダ
ン
ベ
ル
で
す
よ
。
使

い

道

が…
…

。
」 

剛

田

（
白

金

を
遮

る
よ
う
に
） 
「

使

い
道

な
ど
些

細

な
問

題

だ
。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
は
存

在

そ
の
も
の
に

価

値

が
あ
る
の
だ
よ
！

」 

山

野 

「

で
す
よ
ね
！

僕

も
そ
う
思

っ
て
、
こ
れ
を
作

っ
た
ん
で
す
！

」 

剛

田

（
突

然

、
真

面

目

な
顔

で
） 

「

ち
な
み
に
、

君

、
こ
の
ダ
ン
ベ
ル
の
石

言

葉

は
知

っ
て
い
る
か

ね
？

」 

山

野 

「

石

言

葉

？

」 

剛

田

（
得

意

げ
に
） 

「

水

晶

の
石

言

葉

は
『

純

粋

』

『

調

和

』『

癒

し
』
だ
。
つ
ま
り
、
君

が
こ
れ
を
使

っ
て
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
れ
ば
、
肉

体

と
心

の
バ
ラ
ン
ス
が
完

璧

に
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。
」 

白

金 

「

い
や
、
た
だ
の
迷

信

で
す
よ
ね
そ
れ
。
」 

（
剛

田

が
ダ
ン
ベ
ル
を
持

ち
上

げ
、
実

際

に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
始

め
る
） 

剛

田

（
息

を
切

ら
し
な
が
ら
） 
「

ふ
ぬ
っ…

…

こ
れ

が…
…

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
重

み…
…

！

」 

白

金

（
引

き
気

味

で
） 

「

店

主

、
そ
れ
以

上

や
る
と

…
…

。
」 

剛

田

（
輝

く
汗

を
流

し
な
が
ら
） 

「

ま
だ
だ…

…

ゴ

ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の…

…

限

界

を
知

ら
な
い
の

だ
！

」 

（
剛

田

、
つ
い
に
バ
テ
バ
テ
に
な
り
、
床

に
へ
た
り
込

む
） 

剛

田 

「

ふ
ぅ…

…

こ
れ
ぞ…

…

究

極

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
。
」 
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白

金

（
呆

れ
て
） 

「

だ
か
ら
何

な
ん
で
す
か
そ
れ

…
…

。
」 

 

シ
ー
ン3

：
鈴

木
の
来

訪 

（
鈴

木

が
豪

華

な
時

計

を
持

ち
込

ん
で
く
る
） 

鈴

木 

「

剛

田

さ
ん
、
今

日

は
こ
の
時

計

を
見

て
ほ

し
い
ん
で
す
！

限

定

品

で
ね
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
逸

品

で
す
よ
！

」 

剛

田

（
目

を
輝

か
せ
て
） 

「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

素

晴

ら
し
い
、
鈴

木

さ
ん
！

」 

白

金 

「

ま
た
来

た…
…

店

主

、
こ
れ
ど
う
す
る
ん
で

す
か
？

」 

剛

田 

「

鈴

木

さ
ん
、
少

し
お
待

ち
を
。
山

野

さ
ん
の

ダ
ン
ベ
ル
の
鑑

定

が
終

わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
見

よ
う
。
」 

鈴

木 

「

い
や
い
や
、
山

野

さ
ん
、
こ
れ
す
ご
い
で
す

ね
！

持

ち
上

げ
て
み
て
い
い
で
す
か
？

」 



 

9 

 

（
鈴

木

が
ダ
ン
ベ
ル
を
試

し
て
驚

き
、
軽

い
対

決

に
な

る
） 

山

野 

「

ど
う
で
す
、
鈴

木

さ
ん
！

筋

肉

が
叫

ぶ
で

し
ょ
う
！

」 

剛

田 

「

そ
れ
で
は
、
私

も
参

戦

だ
！

」 

（
三

人

で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始

め
る
も
、
剛

田

が
再

び

バ
テ
て
終

了

） 

 

シ
ー
ン4

：
査

定
額
の
発

表 

（
剛

田

は
ダ
ン
ベ
ル
を
元

の
場

所

に
戻

し
、
深

呼

吸

を
す
る
） 

剛

田 

「

さ
て
、
山

野

さ
ん
。
こ
の
ダ
ン
ベ
ル…

…

我

が

剛

田

質

店

と
し
て
は
、2

0

万

円

で
買

い
取

ら
せ
て
い

た
だ
こ
う
。
」 

山

野

（
目

を
輝

か
せ
て
） 

「

マ
ジ
で
す
か
！

？

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

」 
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白

金

（
驚

い
て
） 

「

ち
ょ
っ
と
待

っ
て
く
だ
さ
い
！2

0

万

円

も
す
る
ん
で
す
か
、
こ
れ
！

？

」 
剛

田

（
堂

々
と
） 

「

白

金

く
ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
も
の

に
は
値

段

を
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
価

値

に
見

合

う
金

額

を
出

す
の
だ
よ
。
」 

白

金 

「…
…

い
や
、
ま
す
ま
す
分

か
ら
な
く
な
っ
て

き
た
。
」 

（
山

野

は
ダ
ン
ベ
ル
を
置

い
て
満

足

そ
う
に
帰

っ
て
い

く
） 

剛

田

（
ダ
ン
ベ
ル
を
眺

め
な
が
ら
） 

「

今

日

も
ま
た
、

一

つ
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
宝

物

が
加

わ
っ
た
な
。
」 

白

金 

「

で
も
、
こ
れ
本

当

に
売

れ
る
ん
で
す
か
ね

…
…

？

」 

剛

田

（
笑

み
を
浮

か
べ
な
が
ら
） 

「

売

る
？

い
や
、
こ

れ
は
展

示

す
る
の
だ
よ
。
こ
の
剛

田

質

店

の
名

誉

と

し
て
ね
。
」 
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白

金

（
肩

を
落

と
し
て
） 

「

は
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
な

る
ん
で
す
ね…

…

。
」 

 

シ
ー
ン5

：
エ
ピ
ロ
ー
グ 

（
翌

日

、
剛

田

質

店

の
朝

） 

剛

田

（
体

を
押

さ
え
な
が
ら
） 

「

う
ぅ…

…

全

身

が

痛

い…
…

こ
れ
も
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
代

償

か…
…

。
」 

白

金

（
苦

笑

し
な
が
ら
） 

「

店

主

、
筋

肉

痛

に
な
っ

て
る
時

点

で
全

然

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
」 

剛

田

（
気

丈

に
） 

「

何

を
言

う
！

こ
の
痛

み
こ
そ
、

昨

日

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ
を
証

明

す
る
も
の
だ
！

」 

白

金

（
呆

れ
て
） 

「

は
い
は
い
、
そ
う
い
う
こ
と
に
し

て
お
き
ま
す
よ
。
」 

（
二

人

の
や
り
取

り
が
続

き
な
が
ら
幕

が
閉

じ
る
） 
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尺

割
案

（
目

安
時
間

） 

シ
ー
ン1

：
剛

田

質

店

の
朝 

(

約

1
2

分) 

•
 

店

内

の
豪

華

な
描

写

（1

分

） 

•
 

剛

田

と
白

金

の
日

常

の
掛

け
合

い
（4

分

） 

•
 

山

野

の
登

場

と
ダ
ン
ベ
ル
の
持

ち
込

み
（4

分

） 

•
 

山

野

の
背

景

と
ダ
ン
ベ
ル
の
紹

介

（3

分

） 

シ
ー
ン2

：
鑑

定

開

始 
(

約

1
5

分) 

•
 

剛

田

の
鑑

定

プ
ロ
セ
ス
の
描

写

（5

分

） 

•
 

石

言

葉

を
熱

弁

す
る
シ
ー
ン
（3

分

） 

•
 

剛

田

が
実

際

に
ダ
ン
ベ
ル
を
使

い
汗

を
輝

か

せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（5

分

） 

•
 

白

金

と
山

野

の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
（2

分

） 

シ
ー
ン3

：
鈴

木

の
来

訪 
(

約

1
2

分) 

•
 

鈴

木

が
時

計

を
持

ち
込

み
、
剛

田

が
反

応

す

る
シ
ー
ン
（4

分

） 

•
 

鈴

木

と
山

野

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
対

決

（6

分

） 
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•
 

剛

田

が
再

び
バ
テ
て
終

わ
る
シ
ー
ン
（2

分

） 

シ
ー
ン4

：
査

定

額

の
発

表 
(

約

1
0

分) 

•
 

剛

田

の
深

い
考

察

か
ら
査

定

額

を
発

表

す

る
流

れ
（5
分

） 

•
 

山

野

の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
白

金

の
ツ
ッ
コ
ミ
（3

分

） 

•
 

ダ
ン
ベ
ル
を
展

示

す
る
こ
と
を
決

め
る
シ
ー
ン

（2

分

） 

シ
ー
ン5

：
エ
ピ
ロ
ー
グ 

(

約

1
0

分) 

•
 

筋

肉

痛

で
苦

し
む
剛

田

と
呆

れ
る
白

金

の

掛

け
合

い
（6

分

） 

•
 

コ
メ
デ
ィ
タ
ッ
チ
で
店

の
朝

の
様

子

を
描

写

（4

分

） 

そ
の
他

：
転

換

・
間

（
約

1
0

分

） 

•
 

シ
ー
ン
間

の
転

換

時

間

や
小

さ
な
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
、
間

を
含

む
。 


